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Ⅰ．はじめに 

脳性麻痺とは母親のお腹にいる間から、生後 4 週間までの間に発生した脳への損傷によ

って引き起こされる運動機能の障害である 1）。介護実習Ⅲで担当させていただいた A 様は、

脳性麻痺で片麻痺、中度知的障害があるかたであった。実習では右手をつかったレクリエ

ーションを実施し、興味を持ち実施できたものと難しいものとがあった。 

ここでは、介護実習Ⅲの取り組みを振り返り、脳性麻痺の方の特性に合わせた「達成感」

を得られるケアを考えていく。 

 

Ⅱ．実習先種別・実習期間 

障害者支援施設 

2019 年 6 月 24 日～7 月 23 日（うち 23 日間） 

 

Ⅲ．事例紹介 

・A様 70歳代 女性 

・気分の浮き沈みが激しい（調子の良いときは穏やか） 

・脳性麻痺、左上下肢機能障害、中度知的障害を患っている 

・車椅子使用、自走される。食堂や廊下を散歩される。居室から食堂までの廊下の床に方

向案内が設置されている。 

 

Ⅳ．介護の実際 

1.課題の発見と分析 

物事を最後までやり遂げ達成感を得ること 

気分の浮き沈みを少なくし、気持ちの安定につながる 

2.介護上の課題 

気分の状態を悪化させない支援のタイミングを計る必要がある 

 3.介護目標 

  長期目標：日常生活の中に喜びを見いだすことができる 

短期目標：右手を使って楽しい時間を過ごすことができる 

1．気分の状況、1日のスケジュールを確認する 

2．右手を使ってできるレクリエーションを行う 

 

Ⅴ．実施及び結果 



 A様の居室でレクリエーションを行った。魚の絵札カードでは、真剣な表情で、頭と尻尾

を探し、指を指し答えた。動物の塗り絵では、リスのページを塗り始め、塗り終えたとき

に、できたことを伝えた。他の動物のページも見ていくが、「難しいですね」と言い、塗り

絵を終了した。「難しい」といった理由を伺うと、「様々な色を使わなければいけない」と

言い、判断に困っている様子であった。魚の絵札カードでは真剣な表情で取り組まれてい

たことから、このレクリエーションへの集中力の表れであると気付いた。 

 

Ⅵ．考察 

 穐山（2015）は、「脳性麻痺を患われている方には、感覚の受け取り方に偏りがあり、

（中略）自分の運動の結果としてのフィードバックが噛み合わない体験もよくする。」2）と

述べている。 

脳性麻痺の方が達成感を得られるケアとは、介助者がその人にニーズに対応した身体部

位の活性化につながる支援を行うことで、その人自身がそれらに対して好奇心を持って取

り組められるような成果が出るケアであると考えた。 

今回の A 様に右手を使って楽しんで頂くレクリエーションを実施してみて、少しでも、

自身の動かせる右手を使って好奇心を持って取り組める時間を共有したいと考える。 

 

Ⅶ．おわりに 

 実習では A様との関わりを毎日 30分継続することや、本人に関心を持っていることを示

すことにより、会話の返答が返ってきたり笑顔が見られたりと、プラスの変化が大きくな

っていった。利用者が落ち着いて、安楽な生活を実現することが信頼関係を築くことがで

きるという事に繋がることを学んだ。 

脳性麻痺について調べて、感覚の受け取り方に偏りがある対象者の一人ひとりのニーズ

に対応した身体部位の活性化につながる支援を行い、好奇心を持って取り組められるケア

の重要性について理解を深めることができた。 

今後は、様々な介助場面に視点を置き、実践していきたいと考える。 
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